
医療に関する国民意識調査  

一調査結果報告－  

Ⅰ 調査の概要  

回調査の目的  

○ 本調査「医療に関する国民意識調査」は、昨今の医療制度改革の流れの中で、一般国民が現   

在の医療に対して抱いている様々なニーズ等のデータを広く収集・分析し、今後の医療政策の   

検討に資する基礎資料を整備することを目的として実施した。   

画調査の方法と内容  

B調査対象  

○ ㈱日本リサーチセンターが保有する全国のNRCパネル64，087人から、地域・都市規模等の母   

集団比率に応じて層化し、2，000人を抽出した。  

同調査方法   

○ アンケート法（自記式：郵送発送・郵送回収）   

○ 実施時期：平成19年9月  

○ 回収数：1，263人（回収率63．2％）  

B調査内容   

○ 調査内容は下記の通り。  

国表1－1調査内容  

高齢期における療養場所に関する意向  

終末期医療に関する意向  

現在の医療の満足度  

医壊機関への要望  

わが国の医療のあり方として希望すること  

医療費に関する意向  

ジュネリック医薬品の認知度・服用経験・服用した感想  
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Ⅱ 結果の概要  

回医療機関のかかりかた  

ロ最近1年間での受診状況   

○ 入院の経験6．8％   

○ 外来の経験64．6％（そのうち21．3％［対象者全体の13．8％］は重複受診の経験あり）  

図表2－1最近1年間での入院の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  

（N＝1263）  

田ある  日ない  田無回答  

図表2－2 最近1年間での外来受診の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  

（N＝1263）   

図表2－3 同じ病気やケガで同時期に複数医療機関を受診した経験の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  

（N＝816）  

田ある  日ない  田無回答  

図表2－4 同じ病気やケガで同時期に複数医療機関を受診した理由  

ー2－   



○ 救急時の対応：第1位 休日・夜間診療所へ行く 50．9％  

第2位 救急医痴情報を調べて救急医療機関へ行く 40．0％  

第3位 市販の薬を服用し様子をみる 36．8％ ・・・等  

図表2－5 深夜や休日などに具合が悪くなったときの対応（複数回苔）  

（N＝1263）  0％  20％ 40％ 60％ 80％  

休日・夜間診療所へ行く  

救急医療情報を調べて救急機関へ行〈  

市販の薬を服用し様子をみる  

119番に電話をして救急車を呼ぶ   

かかりつけ医師に連絡をとり、外来を受診  

とりあえず大きな病院へ行く   

かかりつけ医師に連絡をとり、往診を頼む  

その他  
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四日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関の有無  

図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

図表2－7 その医師に決めた理由（複数回答）  図表2－8 その医師のいる医療棲関  

その他の 無回答   

病院  5・4％  

0ち   20ち  40％  60ち  80ち  
（N＝355）  

自宅から近く通院が便利  
（N＝355）  

僅節の人柄が丘い  

病気や治療についてよくm明してくれる  

あ1たの病歴や低廉状軌どを艮〈知ってし＼る  

あ左たの家族の病歴や健康枕凱とも艮く知っている  

必蒼なとさにいつでも連鴇がとれ．跡指示をしてくれる  

必要左ときlこ．連切1医師・医療職同等を柑介してくゎる  

どん左病気でもl全てく一hる  

医師の一合蕉技術か優れている  

世虎や疾ホ予防．医書・介汀の相野に気招こ応じてくれる  

深夜や付8／；とのlた急時にも！含てくれる  

最新の蛤傭が塁えられている  

洋三今を頼んでも斬らない  

その他  

図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無［再掲】  

Dヽ   tOヽ  ～0ヽ   30ヽ  40ヽ  50ヽ  60ヽ   7Dヽ  80ヽ   90ヽ  tO【）ヽ  

図表2－9 きまった医師・医療棟関をもたない理由（複数回答）  

0！i   20，も   40！も   60，i  80％  
（N＝335）  

l  l  

親潮†ll            紳輔＝酬l  l壬  

摘舗睨1  

l  

董蔓≡13  

淵6．9％  

…絹3．3％   

あまり病気をし仁いから  

その折度．適当矧医療職l遇を邁ふ万がよし、と思うから  

適当ち匡惰性閑をとう】采してよし、のか分からないから  

適当左匡抒観閲を邁ふための指‡邑が不足しているから  

その他  

特にl！由はない、わからちい  

】96ヽ  

色病気になるといつも相談し、総軍を受ける医師がいる  
ロこの病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  
四いつもかかる医療機関ならあるが、i多寮を受ける医師は決まっていない  
□そのような医師・医療機関はない  
■策回答  
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○ 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無について年齢階層別にみると、病気にな   

るといつも相談し、診察する医師がいるとの回答は、年齢階層が上がるとともにその割合が増   

加傾向にあることがわかる。  

図表2・－10 日頃から相談・受診している医師・医療楼関の有無；年齢階層別  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

十
 
6
 
言
■
ロ
 
2
 
 

合
↓
 
 
 
N
 
 
 

20代；  

（N＝175）；  

30代‡  

（N＝244）；  

40代；  

（N＝257）；  

50代：  

（N＝279）：  

60代以上；  

（N＝296）：  

田病気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  

口この病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  

辺いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  

ロそのような医師・医療機関はない  

P無回答  
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田日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関への期待  

図表2－11日頃から相談・受診している医師・医療機関へ現在期待すること（複数回答）  

0！i  20％  40†i  60，i  80†i  
（N＝1263）  

病気や治療についてよく説明してくれる  

自宅から近く通院か便利  

医師の人柄が艮い  

医師の世襲ほ祷iが優れてし、る  

必字句と！りこ．適切咤医師・医腰細琴を柑介してくれる  

あなたの病歴や憶康状態りとを艮く簑0っていろ  

必要左ときにいってu柏がとれ、遵切1指示をしてくれる  

深夜や休8′iとの緊急哨こも蛤てくれろ  

性康や疾病予防．医療・介注の相法に気魁に応じてくれる  

芸斬の性情が生えられている  

どんな病気ても捨てくれる  

あ左たのこ安族の病歴や隠尉犬凱とも良く矢Dっている  

往診を抽んでt斬ら仁い  

その他  

■t■■■■■■■■●●▼＝■■■■■t■●■■＝…t■t＝＝＝■t………■－…■－－－■■■－■■t…■－…■t……－■－■■●t－…■－………■，……－‥－■，，■1■■■t………■t……■…■▼■▼＝■■＝■tt■■■●■■▲■■■▼t■  

［参考］日頃から相談・受診している医師がいる人：その医師に［決めた理由］と［現在期待すること］  

図表2－7 その医師に決めた理由［再掲］  

（N＝355）  0％  2肌 4帆 60ち 80ち  

国表2－12 現在期待すること   

（N＝355）  0ち  20㌔ 40≠ 60％ 80ち  

自宅から近く遺灰が便利  

医師の人柄が曳い  

桝気や治療についてょく税明してくれる  

あなたの病歴や旺虎状軌どを点く却っている  

あなたの左膝の病歴や唯虎状飢ども曳く知っている  

必要なとさにいつでも連結かとれ遇切ち1旨示をしてくれる  

必要ちときに．i魯切ウ医師・医療蛙同等を紹介してくれる  

どんな椚気でも！含てくれる  

医師の王台窯技綺が優れている  

値蜃や疾病予防、医療・介！tの柑矧こ気帽に応してくれる  

深夜や休日ちどの緊急時にLl多てくれる  

最I斤の投（Iが竪えられている  

往三舎を頼んでも斬らない  

その他  

病気や治療についてJくl免明してくれる  

自宅から近く通院が咋利  

医師の人柄が長い  

あなたの病歴や位虎状態左どを良く知っている  

必妻句ときにいつでも連沌がとれ∴塵切な指示香してくれる  

必芋ちときに．連肪医師・医療観閲考を紹介してくれる  

医師の！多票I支補が優れてし、る  

深夜や付8ちどの緊急時にも㍑てくれる  

世塵や疾病予【月．医療・介Itの柑旺に買I王に応じてくれろ  

どんな病気でし！多てくれる  

最斬の設憎が整えられていろ  

あなたのこ家族の病歴や但虎状飢とも良く知っている  

往；令を頼んでも噺らない  

その他  

国表2－13 ［その医師に決めた理由］よりも［現在期待すること］において順位を上げたもの  

■   

病気や治療についてよく説明してくれる   

必要なときにいつでも連絡がとれ、適切な指示をしてくれる   6位   5位   

必要なときに、適切な医師・医療機関等を紹介してくれる   7位   6位   

医師の診察技術が優れている   9位   7位   

深夜や休日などの緊急時にも診てくれる   11位   8位   

健康や疾病予防、医療・介護の相談に気軽に応じてくれる   10位   9位   

最新の設備が整えられている   12位   11位   
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日医療機関の受診のあり方に関する考え方  

○ 以下のAとBの2つの考え方についての賛否について回答を求めた。  

Aの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：33．0％  

Bの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：53．0％  

どちらともいえない・わからない二9．0％  

図表2－14 医療棲関の受診のあり方に関する考え方  

（N＝1263）  
0％  10％   20％   30％   40％  

蛸   

隈 ：11ik；：1：  描捌   8．3％  

l  

Aの意見に賛成である   

Aの意見にどちらかといえば賛成  
●
 
 

意見にどちらかといえば賛成  

Bの意見に賛成である   

シいえない、わからない  どち  

無回答  

国表2－15 Aの意見に賛成の理由（複数回答）  
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図表2－14 医療棲関の受診のあり方に関する考え方［再掲］  

（N＝1263）  

Aの意見に賛成である  

Aの意見にどちらかといえば賛成  
●■■●■＝＝■▼＝…t■■■■■■■■＝＝■＝＝＝＝■■■■  

喜 Bの意見にどちらかといえば賛成  

…■  Bの意見に賛成である  

0％  10％   20％   30％   40％  

輔組織瀞酢錯瀧  

l
■
■
▲
▲
■
●
■
■
■
，
■
■
■
■
 
 
 

8
 
 

国表2－16 Bの意見に賛成の理由（複数回答）  

宣○ さらに、例えば、一般診療所の医師を事前に選んで登録しておき、体に何か不調を感じたとき   

には、最初にその医師を必ず受診し、救急以外では病院を自由に受診できない－とした場合の感  

… 想を求めた。  

… 非常に不安を感じる・やや不安を感じる：79．3％  

図表2－17 上記の想定の場合の感想  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  

（N＝670）  

田非常に不安を感じる  

臼それほど不安を感じない  

田どちらともいえない、わからない  

口やや不安を感じる  

□全く不安を感じない  

田無回答  
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O AとBの2つの考え方についての賛否について年齢階層別にみると、いずれの年齢階層にお   

いてもBの意見にどちらかといえば賛成との回答が3割を超えている。  

○ また、60歳以上の年齢層では、Bの意見に賛成の回答割合が他の年齢階層に比べてやや高く   

なっている。   

図表2－18 医療機関の受診のあり方に関する考え方；年齢階層別  

20代（N＝175）  30代（N＝244）  40代（N＝257）  50代（N＝279）  60代以上（N＝296）  

0％   20％  40％ 0％   20％  40％ 0％   20％   40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40％  

享二‡  

Aの意見に賛成  

Aの意見にどちらか  

：仙・・と～浪指成…‥  

：Bの意見にどちらか  

といえば賛成  

Bの意見に賛成  

どちらともいえな  
い、わからない  

無回答  

－し）－   



回在宅医療について  

8高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

○ 第1位 自宅33．0％ 第2位病院14．3％ 第3位特別養護老人ホーム12．0％  

○ 年齢階層が上がるに従って希望する割合が増加する療養場所  

：病院、老人保健施設  

図表2－19 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

（N＝1263）  
0％   10％   20％   30％   40％  

自宅  

病院  

特別養護老人ホーム  

老人保健施設  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  

図表2－20 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所；年齢階層別  

20代（N＝175）   30代（帖244）   40代（N＝257）   50代（N＝279）  60代以上（N＝296）   

0％  20％  40％ 0，i  20†i 40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40サ  

自宅  

病院  

老人保健施設   

特別養護老人ホーム   

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  
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国終末期医療に関する考え方  

○ 療病緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助を受けたい：72．1％  

○ 終末期医療を受けたい場所：第1位 自宅31．0％ 第2位緩和ケア施設29．4％  

○ 自宅で最期まで療養するために必要なこと  

第1位往診・・訪問診療をしてくれる医師 74＿2％  

第2位介護してくれる家族 74．0％ ・・・等  

図表2－21希望する終末期医療の内容   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

田病気の治療を目的とする、積極的な検査・診断・治療・延命処置等  

□療病緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助  

国わからない  
ロ無回答  

国表2－22 事前の意思確認書の作成意向  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％   90％ 100％  

合計  
（N＝1263）  

田既に作成している  口作成したい  

辺作成したいとは思わない  □どちらともいえない、わからない  

田無回答  

図表2－23 終末期医療を受けたい場所  図表2－24 自宅で最後まで療養するために必要なこと（複数回答）  

（N＝1263）  0％  20％ 40％ 60％ 80％ 100％   0％   10！も   20，i  30％   40％  （N＝392）  

往診・訪問診療をしてくれる医師  

介三豊してくれる家族  

経済的な支援  

訪問者諾（看護師の訪問）体制   

症状が急に悪くなった時にすぐ入院できる医療機関  

訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制  

居住環境の改修  

24時間相談にのってくれる専門周卜機関  

その他  

自宅  

ホスピス等の緩和ケア施設  

病院  

老人保健施設  

特別委言隻老人ホーム  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  
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画医療全般について  

田現在の医療の満足度・医療機関への要望  

○ 現在の医療にかなり満足・やや満足：31．1％  

現在の医療にかなり不満・やや不満：47．1％  

どちらともいえない・わからない：18．9％  

図表2－25 現在の医療の満足度   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  

（N＝1263）   

田かなり満足している  □やや満足している  

臨やや不満である  □かなり不満である  

皿どちらともいえない、わからない 田無回答  

図表2－26 医療機関への要望の有無   

0％  10％  20％   30％  40％   50％   60％  70％   80％  90％  100％  

合計  
（N＝1263）  

図表2－27 要望の内容（複数回答）   

（N＝1006）   0％   20％  40％  60％   80％  

待ち時間を短くしてほしい  

病気の状態や治療法をよく説明してほしい  

休日や夜間でも、救急のときは診察してほしい   

難しい病気のときは、専門の医療機関を紹介してほしい   

セカント甘ビニオン等の他の医師の診断をうけやすくしてほしい  

患者の訴えを十分に聞いてほしい  

医師、看護師、受付職員はもっと親切にしてほしい  

得意分野を教えてほしい  

待合室や病室をもっと快適にしてほしい  

注射や投薬はあまりしないでほしい  

検査はあまりしないでほしい  

往診の依頼に応じてほしい  

その他  
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